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1. 洗たくにとって水質が重要な役割りをなすことは

いうまでもないが，絹織物は特に水質により光沢，風合

などが左右されやすいので，本報ではまずすすぎ液の水

質と活性剤ならびに洗剤の吸着力との関係を明らかにす

ることを目的とした。

2. 洗たく用水としては一般にCu 丿＋Ｆｅ丿＋Ｚｎ,＋＋

Mn,++  Ca,++  Mg,+  + の６つの 成分が問題とされてい



るが，このほかAl, 十十十Cr,十十十Ni, 十十十S04, 一一ci- な

ど計11種の無機イオンを含む液を調製し（許容量または

天然井戸水に含まれる量を参考として）, 各種の活性剤

ならびに洗剤で洗浄したあとのすナぎ液に用いて活性剤

の吸着量との関係を求めた。

3.   (ｲ）セ ッケンを用いて洗浄した場合にはすすぎ液中

のCa, ＋+ SO4－ が特に活性斉ﾘの除去を阻害する。

㈲ラウり レアルコール硫酸エステルソーダを用いて洗

浄した場合にはすナぎ液中のS04 こCl- が特に活性剤

の除去を阻害する。

㈲アルキノレベンゼンスルホン酸ソーダ塩を用いて洗浄

した場合には すすぎ液中のCa++ が特に 活性剤の除去

を阻害する。

岡ポリェチレングリコールモノラウレートを用いて洗

浄した場合にはすすぎ液中のZn++  Fe+  + が 特に活性

剤の除去を阻害する。

團ポリオキシエチレンアルキルフェノールを用いて洗浄

した場合にはZn 丿+  Ni丿+  ci- が多少影響する。
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